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資料

　心理学はこころについての科学的研究を目指
し，人間の心・精神，考え，感じ方，行動する
力とそのメカニズムを解明する学問であると鹿
取他（2015），無藤他（2004）は定義している。
したがって，心理学の普及のためには，心理学
が一般の人々から如何なる学問だと理解されて
いるかを把握する必要がある。本研究では，心
理学のパブリックイメージの研究動向を概観
し，心理学の普及・啓発の今後の方向性を提案
する。

心理学の普及の重要性
　1969年，Miller, G.Aは当時会長を務めていた
アメリカ心理学会における講演で，心理学は一
般大衆に影響を及ぼすことを通して真の影響を
発揮すること，そのためには心理学が大衆に与

える影響を分析する必要があることについて述
べている（Miller，1969）。また，Banyard & 
Hulme（2015）は，世間一般の人々の心理学的
スキルと知識を用いて現実世界の問題を解決
し，日常生活を向上させるための能力である心
理学リテラシーを高めることが心理学者にとっ
て重要な目標となると主張している。あらゆる
学問にとって，その普及啓発は重要な目標と言
えるが，とりわけ心理学にとっては，普及啓発
が重要な目標となると考えられる。
　しかしながら，心理学についての世間一般の
認識，すなわち心理学のパブリックイメージは
心理学の実際の姿と乖離していると考えられ
る。実際，科学的心理学とパブリックイメージ
の差は，1879年にドイツで世界初の心理実験室
が設立された約30年後には既に問題視されて

心理学のパブリックイメージに関する 
研究動向および今後の展望

【要　約】
本論文の目的は，心理学のパブリックイメージの研究動向を概観し，心理学の普及・啓発の

今後の方向性を提案することである。1892年にアメリカ心理学会が設立されて以来，社会にお
ける心理学リテラシーを高めることの重要性が指摘され続けてきた。日本においても学問とし
ての心理学にとっての大きな課題は心理学の普及・啓発であり，「心理学のパブリックイメー
ジ」に関する研究も多数行われている。高校生・大学生・社会人を対象としたそれらの研究か
らは，彼らが必ずしも心理学という学問に対して正しいイメージを抱いているとは限らないこ
とが分かる。これらの知見から，本研究では普及の方向性として，第 1 に高校生に普及させ，大
学で心理学を専攻する学生を増やすこと，第 2 に社会人のリカレント教育として心理学を普及
させることを述べた。最後に，心理学が大学卒業後世代である社会人のリカレント教のための
教育内容として有益であるという実証研究が必要であること，その実証研究の結果を踏まえた
うえで社会人に対する心理学教育を構築する必要性があることについて考察した。
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いた（Benjamin，1986）。つまり，心理学が学
問として確立された一方で，その科学的根拠や
学問的研究手法などの理解は学界の内に留まっ
ていたといえる。Benjamin（1986）はその理由
として，第一次世界大戦後の心理学に関する書
籍，新聞報道は一般的ではなく，また，資格の
ない人々が心理学の専門家を装ったり，心理学
の自己啓発本が数多く出版されるなどしたが，
心理学者や精神科医が執筆したものはほとんど
なかった点を挙げている。この当時，心理学は
戦争での活動，特に軍人の選抜に関する活動で
耳目を集めていたが，その結果，学問的ではな
い娯楽性の高い「ポップな」心理学ばかりが注
目され，多くの似非心理学者の詐欺的行為を許
すこととなってしまった（Benjamin，1986）。
Adams（1934）はこの一時的な心理学ブームに
ついて，心理学がその科学性を捨てて心理学者
が人気を手に入れる行為だと断罪している。
Adams（1934）による心理学への批判は1934
年のニューヨーク・タイムズの社説にも反映さ
れ，心理学は大恐慌の問題に対する解決策を公
表していない唯一の学問・職業であると批判さ
れた（Benjamin，1986）。日本でも，たとえば
血液型性格占いや心理ゲームといった通俗的な
心理学が注目されることにより，学問としての
心理学とパブリックイメージとの間に乖離が生
じているという指摘がある（東他，1994）。以
上のことより学問としての心理学を正しく一般
の人々に理解してもらえるようにいていくこと
が非常に重要であるといえる。

心理学のパブリックイメージを把握する意義
　既に述べたように，1892年にアメリカ心理学
会が設立されて以来，心理学者は自分たちのパ
ブリックイメージを意識してきたが，心理学に
関する一般市民の意見や理解に関する調査は
1940年代まで実施されなかった（Wood et al.，
1986）。このパブリックイメージの実態を把
握・検討することを先延ばしにしたことについ
て，Lilienfeld（2012）は心理学に対する世間一
般の懐疑的な見方が広範かつ長年にわたって続
いていたにも関わらず，その理由を検証するこ
とに対して心理学者が消極的だったからである
と批判している。

　このように，社会における心理学リテラシー
（Banyard & Hulme，2015）を高めることの重
要性が指摘されている一方で，長い間，心理学
の社会的理解・受容については研究されてこな
かった。しかし，心理学を正しく理解させる継
続的営為がなければ，心理学に対する無理解，
あるいは心理学に対する否定的認知が広がる可
能性もある。実際に，Lilienfeld（2012）は心理
学に対する批判を，1 ）心理学は単なる常識で
ある，2 ）心理学は科学的手法を用いない，3 ）
心理学では意味のある一般化はできない，4 ）
心理学は再現性のある結果をもたらさない，
5 ）心理学では正確な予測はできない，6 ）心
理学は社会の役に立たない，の 6 点を挙げ，心
理学に対する懐疑的な見方が広範かつ長期にわ
たって存在すると指摘している。そして，心理
学のパブリックイメージをより現実に即したも
のに修正する活動も行われているものの（e.g. 
Hartman et al.，2016），その影響は限定的なも
のと考えられる。

本研究の目的
　本論文の目的は，心理学のパブリックイメー
ジの研究動向を概観し，心理学の普及・啓発の
今後の方向性を提案することである。より効果
的な普及啓発活動を展開するためには，活動の
効果を検証したうえで，手法等の改善をするこ
とが望ましいと考えられるが，世間一般の認識
であるパブリックイメージに対する効果を検証
することは，現実には難しい。したがって，現
実的な方策として，世間一般の人々が心理学に
対して抱くイメージ（心理学のパブリックイメ
ージ）を測定し，修正する必要があるほどの偏
り・誤りがあるかを検討することになるだろ
う。たとえば楠見（2018）は，社会のニーズに
沿った心理学研究・心理学教育を行うにはどう
すべきかを検討するために，日本心理学会の企
画の 1 つとして，高校生，大学生，小・中・高
の教員，社会人，心理学者や他分野の研究者を
対象に心理学へのイメージや期待を調査してい
る。その結果，1 ）一般市民はテレビや本から
得た情報を心理学の知識として蓄えているこ
と，2 ）小・中・高の教員は一般市民よりもア
カデミックな心理学の知識を持しているが，教
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育に役立っているという認識は低いことなどが
明らかになった。このように，心理学の普及啓
発を進めるうえで，心理学のパブリックイメー
ジを研究することは，心理学が社会に必要とさ
れる学問であり続ける点において一定の意義が
あると考えられる。本研究では，心理学の正し
い普及啓発の基礎となる「心理学のパブリック
イメージ」に関する研究結果を概観したうえ
で，今後の心理学の普及啓発の方向性について
論じる。
　なお，これまでに行われてきた心理学のパブ
リックイメージに関する研究を概観する際，発
達段階順に「高校生以下（心理学を学ぶ以前の
年代）」「大学生（心理学を学ぶ年代）」「社会人」
に区分し，この区分に沿って先行研究を整理し
ていく。加えて，心理学のパブリックイメージ
研究では心理学に対するイメージ（以下，心理
学イメージ）あるいは心理学への期待観（心理
学を学ぶことでできるようになると思うこと，
心理学ができると思うこと）のどちらか一方を
構成概念として用いる研究が多く見られるが，
本論ではその 2 つを合わせて「心理学のパブリ
ックイメージ」とする。

心理学のパブリックイメージ研究の概要
高校生が抱く心理学イメージ
　学生対象の心理学イメージ研究自体は1960
年代頃から行われていた（e.g.稲垣他，1968；
東他，1994）。ここでは先ず高校生（心理学を
学ぶ以前の年代）の心理学イメージを整理して
いく。高校生対象の研究全体の特徴として，「よ
り良い進路選択を促す」という目的意識で行わ
れる研究が多くなっている。
　心理学へのイメージ・ギャップが大きい場合
の進路選択について，神庭他（2020），林他

（2019）はそれぞれの立場を示している。神庭
他（2020）は，たとえ高校生の心理学への関心
が実態とマッチしていたとしても，誤ったイメ
ージを抱いている場合には心理学への関心を示
さないまま進路選択をしてしまう可能性がある
と訴えているが，林他（2019）はイメージ・ギ
ャップによって意欲が減退するとは一概にはい
えず，更なる興味につながるのか，あるいは興
味の消失につながるのかは検討すべき内容であ

ると述べている。では，実際に高校生の心理学
イメージはどのようなものなのか。
　高校生の心理学イメージを検討した代表的な
研 究 と し て， 小 浜・ 高 田（2017）， 工 藤 他

（2004），林他（2019）がある。小浜・高田
（2017）は，高校生は心理学にカウンセリング，
うつ病といった臨床心理学のイメージのほか
に，占い，性格診断，心を操る・読む，メンタ
リズムなどの非科学的なイメージをもっている
ことを明らかにした。これは神庭他（2020）の
結果とも一致する。また，小浜・高田（2017）
は大学生を対象とした工藤他（2004）と同様，
社会的貢献についての回答もみられた。一方
で，高校生は心理学について明確なイメージを
もっていないと結論づける研究もある（e.g.林
他，2019）。また，林他（2019）の調査結果で
は，高校生の心理学への興味が高い群におい
て，心理学への期待観が大学生の数値を上回っ
ていた。以上より，高校生は大学生と同様に心
理学が社会的問題の解決に肯定的な効果をもた
らすというイメージをもっており，その程度は
大学生よりも強い可能性が示されている。
　高校生の心理学イメージについて，近しいほ
かの学問領域との区別を検討した主要な研究に
は神庭他（2020），木島他（2013）がある。神
庭他（2020）は，高校生における心理学と社会
福祉学のイメージの相違点として，心理学へは

「カウンセリングができるようになる」「人の心
を理解し，アドバイスをすることができる」と
いった専門的知識の活用方法に関するイメージ
があることを示した。一方，社会福祉学へは「調
査データなどに基づいて考えることができる」
という客観的データに基づいた論理的思考のイ
メージがあることを示した。このように高校生
において，心理学と近しい他学問領域との境界
線が曖昧であるという神庭他（2020）の結果は
木島他（2013）においても指摘されている。
　あわせて，高校生がもつ心理学の知識に関す
る研究も見てみると，心理学の学習経験はない
が「心理学に対する知識がある」と自己認識し
ている高校生ほど心理学への好感度は低いこと
が明らかになっている（e.g.沼田他，2023a；沼
田他，2023b）。この結果は，日常生活で触れる
心／心理学に関するメディアや娯楽などからの
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情報が学問としての心理学のイメージに直結し
ている可能性が考えられ，この点については丹
治他（2005），丹治他（2006）でも述べられて
いる。

大学生が抱く心理学イメージ
　心理学のパブリックイメージ研究は調査の実
施可能性の高さ，大学での心理学教育に直接活
かせるという利点の高さから学生を対象とした
ものが多く，その大部分が大学生対象の研究で
ある。
　心理学を専攻する新入生の心理学イメージを
検討した代表的な研究には工藤他（2004），丹
波他（2003）がある。工藤他（2004）では，学
生の心理学への期待観を把握するため，心理学
の学習に対してどのような見通しをもっている
かを多肢選択式で調査した。その結果，ほとん
どの学生は心理学の学習に何らかの期待をも
ち，特に非行・犯罪，学校教育問題といった社
会問題への対応が可能になるといった期待を抱
いていることが示された。その一方で，社会問
題の根本的な解決は心理学にはできないと思う
という回答も見られた。丹治他（2003）は，常
識心理学クイズと題し，心理学の基礎的な知識
を問う内容の正誤問題を解かせたところ，平均
正答数は半数程度に留まり，「心理学を学ぶと
他人の心が容易に分かるようになる」などの問
題でも 5％以上の人が誤答していた。
　非心理学専攻の学生の心理学イメージを扱っ
た主な研究としては石井・村松（2000），佐藤

（2017）がある。石井・村松（2000）は看護学
生を対象に，心理学のどのような知識を有して
いることが将来の仕事に役立つと思うかを調査
した。その結果，「成果が得られないと人は怠け
るようになる」，「人はレム睡眠中に夢を見る」
などの動機づけ，意識，生理，臨床などの領域
に有用性が見出された。また，佐藤（2017）は
理工学部，経済学部の学生を対象に心理学への
期待観を尋ねたところ，大学生は心理学を「人
の感情や考えが読める」「マインドコントロー
ルで人を操れる」といった読心術のようなもの
だとイメージしていることが明らかになった。
　大学 1 年生の一般教養科目としての心理学の
授業実施前後で心理学イメージを比較・検討し

た主な研究には宮本（1994），松井（2000）が
ある。宮本（1994）は授業評価と心理学イメー
ジの関連を受講前後で比較・検討したところ，
その結果に変わりは見られなかった。一方，松
井（2000）では「不思議・神秘的」「つかみど
ころがない」といった心理学イメージから「科
学的」「脳との関係が深い」といった心理学イメ
ージへの変化が見られた。松井（2000）に関連
した研究では岩崎他（2012）がある。岩崎他

（2012）は大学 1 年生から 4 年生を対象に新年
度開始時の心理学イメージを調査している。そ
の結果，松井（2000）と一致する結果に加え，
心理学専攻の大学生は心理学を学ぶことで「カ
ウンセリング」や「人間理解」「コミュニケーシ
ョンスキルが上達する」と期待されていること
が明らかになった。ただし，この傾向は 1 年生
に顕著なものであり，学年が上がると低下して
いた。以上 3 つの研究結果をまとめると，大学
における心理学教育を通して，心理学を正しく
伝えることは概ね成功しているといえよう。
　心理学専攻の学生と非心理学専攻の学生が抱
く心理学イメージを比較・検討した主な研究と
して，谷口・金網（2013），丹治他（2005），丹
治他（2006）がある。谷口・金綱（2013）は
心理学専攻の学生の心理学への期待観を検討す
るため，専攻に何を期待しているのかを調査し
た結果，専攻する学問の知識を専門的に学び，
日常生活や悩みに活かしたいと考えていた。一
方，非心理学専攻の学生においては，専攻する
学問での学びを通して一般教養を含む一般的知
識について獲得したいと期待していることが示
された。また，丹治他（2005）および丹治他

（2006）は心理学専攻と非心理学専攻の新入生
を対象に，心理学知識に差があるかどうかを検
討したところ，専攻間に大きな差はなく，世間
の誤った心理学知識の影響を共に強く受けてい
る可能性が示された。
　丹治他（2005）および丹治他（2006）にお
いて示されたような世間の誤った心理学の知識
やイメージはどこから来ているのだろうか。心
理学イメージとマス・メディアとの関連を検討
し た 主 な 研 究 と し て， 和 田（2004）， 泊

（2015），高島・中村（2002）がある。和田
（2004）は心理学イメージとマス・メディアと
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の関連を調べ，大学生 1 年生が心理学を知った
のは，メディアで取り上げられた心理テストや
本，雑誌を通じてからであることを明らかにし
ている。さらに，大学での心理学の授業を受講
する前の事前調査では，メディア接触の頻度が
高い人ほど心理学への興味が高く，超常現象な
どの迷信に対する信念も高かった。一方で，受
講後はマス・メディアからの情報量が減少して
いる傾向が見られた。心理学に超常現象の原因
解明を期待している学生が接触しているメディ
アのより具体的な内容としては，メンタリスト
Daigoの登場番組，民法番組の「ホンマでっ
か！ TV」，心理学者・カウンセラーが登場する
映画やドラマが挙げられる（泊，2015）。これ
らのマス・メディアを通じた学問としての心理
学のイメージは，メディアで取り上げられるこ
との多い心理テストへの関心が最も高くなって
いる（高島・中村，2002）。
　以上を踏まえると，日本の大学生が初めて心
理学の授業を受講する際には，既にあらゆるメ
ディアを通じて，心理学に関連するイメージが
流布されており，そのイメージは，非常に偏り
のある誤った内容であると推察される。これら
の偏った誤りのあるイメージを持った大学生に
対して，和田（2004）は，メディアで取り上げ
られることの多いトピックには興味・関心をも
つ一方，統計の学習といった未知の内容に対し
ては意欲を減退させ，心理学への興味を失う可
能性について指摘している。
　さて，これまで述べてきたように，日本の研
究においては，誤った，あるいは偏りのある心
理学イメージを抱いたまま大学に入学してくる
学生が多い現状がある。これは学問としての心
理学の普及不足の結果であるといえるだろう。
加 え て， 小 杉（2017）， 半 澤（2009）， 前 堂

（2005）は心理学にある種の誤解や現実的では
ない期待を抱いて入学してきた者が，学問とし
ての心理学に触れた際にイメージ・ギャップを
抱き，それによって大学入学後の学習意欲減退
という新たな問題につながる可能性についても
危惧し，その問題意識から心理学イメージ研究
を行っている。さまざまな学問で同様の現象が
起こる可能性はあるが，心理学専攻の学生が心
理学を学ぶ際にも問題の 1 つとなるだろう。小

杉（2017）は心理学イメージについて，心理学
初学者は自身が抱く心理学イメージと実際の学
問としての心理学の乖離を乗り越えていかなけ
ればならないと述べている。この学業における
期待と現実のギャップによるショックを半澤

（2009）は「学業に対するリアリティショック」
という言葉で表現し，大学入学以前は心理学に
対する経験や知識が乏しいため憧れを抱きやす
いが，大学での学びを通して心理学から離脱し
ていってしまう状況を懸念している。さらに，
前堂（2005）は，イメージ・ギャップに落胆し，
学習意欲を失った者は，心理学に学問的楽しさ
を見出す前に離脱するため，大学入学以前の熱
意は取り戻しにくいことを指摘している。心理
学の普及を目指すためにも，大学生が抱く心理
学イメージや心理学への期待感（心理学へのニ
ーズ）を把握し，大学教育に活かすことは必要
不可欠である。
　一方，海外では，大学の心理学教育における
カリキュラム構成・授業構成の資料目的でパプ
リックイメージ研究を行う場合，質問紙法や面
接法の他，大学で教科書として扱われている書
籍を対象とする方法も盛んである（e.g. O’
Donohue & Brendan，2018 ; Dixon et al . , 
1997）。日本同様，大学生の学習意欲減退を問
題 視 し て い る 研 究 に はB r i n t h a u p t e t 
al .（2016） が あ る。 加 え てBrinthaupt et 
al.（2016）は大学卒業後，学生たちが就職した
際に生じるであろう問題についても触れ，大学
生の心理学への誤解は大学での心理学教育であ
る程度修正することができるが，就職した際に
は心理学を専攻していた学生の心理学への認識
と雇用主が評価する仕事のスキルにギャップが
生じることも懸念している。この他にもイギリ
ス（e.g. Van Hoye, G et al.，2014），イタリア

（e.g. Pediconi, M. & Rossi, S.，1998）など 7 カ
国以上の国で大学生が抱く心理学イメージ研究
が行われている。

社会人が抱く心理学イメージ
　社会人対象のパブリックイメージ研究は高校
生・大学生対象の研究に比べ，非常に数が少な
い。また，「社会人」対象の研究を紹介するうえ
で，日本と海外の差異があることも強調してお
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きたい。日本における社会人を対象とした研究
は，対象者を年代ごとに区別し，社会人を「大
学卒業後の就業年齢」に限定して調査が行われ
ている。一方，海外の研究では，社会人のみを
対象にするのではなく，高校生から60-70代ま
での幅広い年齢を対象とした研究が多い（たと
えば，Hartwig & Delin,（2003））。すなわち，
調査対象者に社会人が含まれている状態であ
る。したがって，海外の研究においては，幅広
い年代の一部として社会人データが扱われるこ
ととなるため，日本の研究結果と異なり，社会
人の心理学イメージのみを明確に抽出すること
は，難しい面があることを意識する必要があ
る。
　まず，日本における社会人の心理学イメージ
を検討した主な研究には，大橋他（2012），大
橋他（2013）があり，日本では心理学の有用観
による検討が盛んである。大橋他（2012），大
橋他（2013）は，心理学の学習経験がない社会
人において，心理学は「脳科学と関わりが深い
数学的な学問だが実践的でもある」と認識され
ていることを明らかにした。一方，心理学の学
習経験がある社会人のうち，3 分の 1 以上の者
が「心理学の学習内容は役立っていない」と認
識されていることも明らかにしている。この結
果に対し，大橋他（2013）は，心理学に含まれ
る知識や技術が役立っていることについて，回
答者がその状況に気付けていないと考察してい
る。以上のように，心理学の専門的知識・スキ
ルが役立たないと感じられる原因について
Banyard & Hulme（2015）は，心理学という学
問はその特性上，人々の日常生活の一部と重な
る側面が多く，心理学が心理学者だけのもので
はなくなっているからなのかもしれないと述べ
ている。すなわち，心理学はその知見を活かし
やすい身近な学問であるものの，それ故に効果
を感じられにくい学問として捉えられてしまっ
ているということであろう。
　この他，社会人を対象とした研究として，吉
本他（2017）では，高校生の親が心理学に対し
て高い関心をもっている場合に，我が子の進学
先として心理系 4 年制大学を勧めたいと思う程
度が高いことが示された。
　次に，海外における社会人を含む心理学イメ

ー ジ に つ い て 検 討 し た 主 な 研 究 と し て，
Thumin & Zebelman（1967），Ronen（1980），
Fernández-Rodríguez,et al.,（2020）がある。な
お，社会人の心理学イメージを把握しようとい
う動きは日本よりも海外の方が早かった（e.g. 
Hidalgo et al.，1991）。Thumin & Zebelman

（1967）は，この当時の人々が外科医，エンジ
ニア，弁護士，精神科医，歯科医に次いで心理
学者を望ましい，すなわち就きたい職業だと認
識していたことを示している。他方，Ronen

（1980）は，会社経営者たちが社員の人選，研
究，態度調査に心理学は役立つと考えていたこ
とを明らかにした。この結果は現代でも変わら
ず社会人の70％以上が心理学／者を必要とし，
心理学を科学，社会のさまざまな分野に役立つ
と認識している（Fernández-Rodríguez, et al.，
2020）。
　以上より，社会人対象のパブリックイメージ
研究において日本は仕事を含む日常生活で心理
学がどう役立つかの視点から研究が行われ，海
外はどの業務，職業において役立つかといった
視点で研究が行われているといえる。
　さて，これまで概観してきた日本国内におけ
る心理学のパブリックイメージ研究の概要を
Table 1 にまとめる。
　日本における心理学のパブリックイメージ
は，科学的や読心術など，そのイメージが多種
多様であることが分かる。各年代の心理学イメ
ージが多岐にわたる理由についてBrinthaupt 
et al.（2016）は「心理学分野には幅広い下位分
野が存在し，心理学への誤解に関する複数の研
究結果が類似していることを考えると，学生が
心理学分野，特定の仕事に必要な教育の種類と
レベル，心理学で働く人々の特徴について不正
確な見解をもっていることは驚くべきことでは
ない」と述べている（Brinthaupt et al.，2016，
pp.78）。また，社会人が抱く心理学イメージは
高校生・大学生よりも心理学の学問的側面に関
する内容が多くなっている。これは高校生・大
学生よりも社会経験を積んでいる社会人の方
が，より正しい心理学イメージをもっていると
捉えることもできるが，社会人対象の研究は未
だ少ないため，データ不足による偏りが見られ
ているだけの可能性も否定できない。
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今後の心理学の普及啓発の方向性について
日本における心理学の普及啓発の課題
　先述したように，日本においても，学問とし
ての心理学の大きな課題は普及啓発である。日
本学術会議の心理学・教育学委員会心理学の展
望分科会は2010年，「心理学分野の展望—人間
社会の持続的発展にこたえる心の科学の構築
—」と題した対外報告の中で，心理学に対する
社会からの要請に応える方策の一環として，科
学的な正しい知見に基づく心理学的な知識の普
及啓発を目的に，初等・中等教育における心理
学的なものの考え方の導入を検討すべきである
と指摘している（日本学術会議，2010）。心理
学のイメージや心理学を学ぶことで修得できる
と考えられる内容について高校生と心理学専攻
の大学生との間にはギャップが生じているとい
う調査結果をもとに，心理学の知識で「一般常
識となっている部分」を増やす必要性を主張す
る研究もある（林他，2019）。
　様々な学問分野が存在するが，英語・数学な
ど初等・中等教育の段階で学習可能な学問があ
る一方で，心理学については初等・中等教育段
階で学ぶ機会がほとんどない（内田・板倉，
2016）。その一方で，文系学問においては他学
問よりも人気のある学問であり（岩崎他，
2012），加えて，大学での学習以前に何らかの
形で既にイメージが形成されている可能性が高
いという点で特異的な学問領域でもある（工藤
他，2004）。小杉（2017）は，心理学を「名前
の通った学問であり，名前の印象が与えるイメ
ージと実際との乖離が最も大きい学問である」

と述べている（小杉，2017，pp.200）。
　このような普及啓発上の課題を背景として，
日本でも日本心理学会を中心に，学問としての
心理学を広めるための取り組みが行われてい
る。日本心理学会は2012年度より「高校生のた
めの心理学講座」を開催し，2023年度現在は12
の大学で実地開催が予定されている。この講座
は，心理学に興味関心がある中・高校生やその
保護者，教職員を対象に「心理学は実証に基づ
く科学的な学問である」ということを伝え，心
理学に関する誤解を解く目的のもと行われてき
た（日本心理学会，2022）。日本心理学会が運
営しているウェブサイト上で閲覧可能な心理学
教材としては，心理学ミュージアム 1，心理学
を学べる大学一覧 2，心理学Q＆A3，心理学の
歴史 4，YouTubeチャンネル 5 などがある。こ
れらのコンテンツも心理学の学術的側面を親し
みやすいように解説する普及啓発の取り組みの
1 つだ。このように日本心理学会は，心理学の
普及が不十分であるという問題意識のもと中・
高校生を対象とした普及啓発活動を活発に行っ
ている。
　他方，社会人対象の普及啓発は，心理学系の
学部・学科がある大学で公開講座を開催した
り，エクステンションセンターで心理学の講座
を開設する活動が主となっていると考えられ
る。たとえば，早稲田大学エクステンションセ
ンターでは「心理学入門」と題した講座が設け
られている（早稲田大学，2023）。また，一般
社会人向け普及啓発メディアとして，日本心理
学会から年に 4 回刊行される『心理学ワール

Table １
日本における心理学のパブリックイメージ
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ド』がある。『心理学ワールド』は，心理学を専
門としている学生・研究者に加え，心理学に興
味をもつ社会人を対象に，心理学の知識を広
め，広く議論する目的でその時々で注目を集め
ている最新の心理学のトピックを掲載している

（繁枡，2011）。
　以上のように，日本においても心理学の普及
啓発は課題として認識されており，実際の普及
啓発の取り組みも行われているといえる。

社会人のリカレント教育
　これまで大学生・高校生・社会人が抱く心理
学イメージを整理してきたことで，どの年代に
おいても誤った心理学イメージが一定程度定着
していることが明らかになった。そして，この
心理学に対する誤解を解く努力を心理学者はす
べきであるという指摘も既に述べてきた通りで
ある。先述したように，現在の心理学の大きな
課題は「心理学という学問の普及」であるが，
心理学教育に最適な場が大学であることを考え
ると，普及の方向性として大きく 1 ）高校生に
普及させ，大学で心理学を専攻する学生を増や
す，2 ）社会人のリカレント教育として心理学
を普及させる，の 2 方向が考えられる。そして，
普及の際には心理学のパブリックイメージ研究
の知見を活かし，起こりがちなイメージの誤り
や偏りを修正できるような教育内容・方法の工
夫が望まれるだろう。
　上記のうち 1 ）については，かねてより高校
生への心理学教育の重要性が指摘されてきたこ
ともあり（日本学術会議，2008），高校への心
理学の授業の導入が取り組まれている。授業内
容としては高校生が興味をもっている心理検査
やコミュニケーション，カウンセリング，そし
て，心理学の科学的側面を伝えるためのデータ
収集方法に関する授業を臨床心理士やスクール
カウンセラーが実施することが考えられている

（大辻他，2005； 堀江，2018）。この取り組みは
大学における心理学教育への橋渡しをスムーズ
にし，より効果的な教育のあり方を探索すると
いう目的意識のもと行われている。
　2 ）については，現在，社会人が就労後に教
育を受けてキャリアアップやキャリアチェンジ
を果たす有益な方法としてリカレント教育が重

視されており，厚生労働省（教育訓練給付金
等），文部科学省（教育プログラム開発等）・経
済産業省（創造性人材育成支援事業等）などで
もさまざまな施策が実施されている。厚生労働
省では「労働者の主体的な学びへの支援」と題
して対象の講座を受講しながら資格・知識の習
得ができるよう支援金制度が用意されており，
心理学の大学院（修士課程）も12件対象となっ
ている（厚生労働省，2000）。文部科学省が運
営する社会人対象の講座まとめサイトでもビジ
ネス系，文系，福祉・健康，理工・情報・IT系，
看護・医学・栄養・家政・生活関連の 5 分野で
心理統計を用いたデータサイエンスの同一講座
がランキング 3 位以内に入っている（文部科学
省，2019）。
　一方，経済産業省が示す「人生100年時代の
社会人基礎力（Figure 1；経済産業省経済産業
政策局産業人材政策室，2000）」では，3 つの
能力：12の能力要素を挙げ，考え抜く力（課題
発見力，計画力，創造力），チームで働く力（チ
ームワーク：発信力，傾聴力，柔軟性，状況把
握能力，規律性，ストレスコントロール力），前
に踏み出す力（主体性，働きかけ力，実行力）
に整理されている。これらの 3 つの能力：12の
能力要素は，個人が企業・組織・社会と関わる
中で，ライフステージの各段階で活躍するため
に必要な力と定義される。そして，自身の能力
を発揮するためには，自己を認識してリフレク
ション（振り返り）しながら，目的，学び，統
合のバランスを図ることが必要であると述べら
れている（経済産業省経済産業政策局産業人材
政策室，2000）。これらのことからリカレント
教育では，先に挙げたデータサイエンス等に関
わる講座のみならず，心理学の知識が求められ
るチームで働く力の能力要素である傾聴力や柔
軟性，ストレスコントロール力などを習得する
プログラムが求められていると考えられる。
　先に述べた社会人基礎力は，経産省により設
置された「社会人基礎力に関する研究会」（諏訪
康雄座長）により提唱されたもので，動機付け

（前に踏み出す力），チームワークやカウンセリ
ング（チームで働く力），創造性や批判的思考

（考え抜く力）など，多くの心理学的要素を含ん
でいる。また，社会人基礎力と心理学の関連を
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前提とした心理学研究も複数存在する（e.g. 長
谷川他，2017；長内・内間，2022）。このよう
な背景を踏まえると，リカレント教育に対し，
心理学が有益な学習内容を提供できるかについ
て精査する価値があると考えられる。
　加えて，ビジネス書，自己啓発本においては

『嫌われる勇気―自己啓発の源流「アドラー」の
教え―』（岸見・古賀，2013），『80歳の壁』（和
田，2022）など心理学と関連の深い書籍が大き
な割合を占め，「心理的安全性（psychological 
safety）」やD.Kahnemanで有名な行動経済学が
企業組織で注目を浴びている。これらの書籍は
必ずしも科学的に妥当な内容を述べているとは
言い切れないものの，社会人の心理学的な知識
への関心を反映したものと考えることはでき
る。
　以上のことから，心理学は大学卒業後世代の
社会人におけるリカレント教育のための教育内
容として有益なものになり得る。未就労者と比
較してリカレント教育による継続的な学習は，

“自身の興味”よりも“キャリアに生かすこと”
への比重が高くなる。それに伴い，学習目標は
より具体的な事例・課題解決の背景となる理論
の理解を目指し，直面する課題に対してより適
切な提案や説明ができるようになることが求め
られる。その学習の結果として，効率的で豊か

な働き方を身につけることが可能である。その
点において心理学分野のリカレント教育は社会
人にとってニーズが高いと考えられる。しか
し，リカレント教育では，自身の興味から新た
な発見をするという気づくための学習ではな
く，既にもっている気づきを解消するためのス
キルを身につけさせる必要があるため，心理学
に対する漠然とした興味の充足を目指した“気
づき”学習では，リカレント教育としては不適
切となり得る。そのためにも実証研究に基づい
た社会人の心理学リカレント教育プログラムを
考案する必要性がある。社会人が抱く心理学イ
メージ，学習ニーズ，学習動機・意欲などを正
確に捉えることが実用性の高いプログラム構築
に求められる。未就労者と社会人の心理学イメ
ージの違いを踏まえ，「社会に必要とされる知
識・技能をもった心理学」の普及・発展を目指
していくべきである。
　最後に，本研究の課題と今後の研究の展望を
述べる。まず本研究では，心理学のパブリック
イメージに関する内外の文献をできるだけ網羅
的に紹介するよう試みたため，個々の研究の詳
細について十分に検討することができなかっ
た。そのため，標本抽出法や測定尺度の信頼
性・妥当性の程度等を考慮したうえで結果を紹
介していないという課題がある。今後は，従来

Figure １　社会人基礎力（3能力12要素）
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の研究における方法論的課題を解消したうえ
で，特に本論文末で論じたような社会人に対す
る心理学リカレント教育の可能性について実証
的に検討する必要があるだろう。
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【Abstract】
This paper aims to review research trends on the public image of psychology and propose 

directions for future research. Since the founding of the American Psychological Association 
in 1892, the importance of increasing psychological literacy in society has been continuously 
pointed out. In Japan as well, a major issue for psychology as an academic discipline is the 
dissemination and enlightenment of psychology, and many studies on the "public image of 
psychology" have been conducted. These studies, targeting university students, high school 
students, and working adults, show that they do not always have a correct image of psychology 
as an academic discipline. Based on these findings, two directions for the dissemination of 
psychology were described in this study. Finally, we discussed the need for empirical research 
on the usefulness of psychology as an educational content for recurrent education or reskilling 
of the post-university generation of working adults, and the need to construct psychological 
education for working adults based on the results of such empirical research.
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